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昭和45年目 引 日現在

世帯数　2、632戸

人口

男　5、862人

女　6、220人

計12 、082人

(12 、4～12 、10)第２２回人権週間

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

十
二
月

九
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時
国
見
町
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
［

あ
な
た
の
人

権

は
侵
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
］
　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
ま
り
ご
と
、
も
め
ご
と
、
な

や
み
ご
と
を
お
も
ち
の
方
は
無
料
人
権
相
談
所
に
気

が
る
に
お
で
か
け
下
さ
い
。

相
談
は
、
弁
護
士
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員
が
担
当
し
て
個
別
に
う
か
が
い
、

相
談
内
容

は
す
べ
て
秘
密
に
い
た
し
ま
す
。

付
近
の
工
場
な
ど
の

騒
が
し
い
音
で
お
困
り

の
方
、
ま
た
は
煙
突
か

ら
出
る
煙
や
す
す
で
沙

濯
物
が
汚
れ
た
り
、
陵

舎
、
鶏
舎
な
ど
の
い
や

な
臭
い
で
お
悩
み
の
方

公
務
員
の
職
権
乱
用

職
務
怠
慢
な
ど
の
問
頴

で

お
困
り
の
方
。

家
庭
内
の
ご
た
ご
た

で
殴

る
け
る
、
な
ど
の

暴
行
を
う
け
た
り
、
食

事
の
差
別
や
こ
た
つ
に

入
れ
な
い
な
ど
の
冷
た

い
仕
打
を
う
け
て
い
る
方
。

金
銭
や
土
地
、
建
物
の
貸
し

借
り
の
問
題
で
無
理
な
取
り
立

て
や
立
ち
退
き
、
い
や
が
ら
せ

お
ど
し
な
ど
を
う
け
て
い
る
方

盗
み
の
疑
い
な
ど
の
あ
ら
ぬ

噂
や
悪
口
、
か
げ
口
な
ど
で
名

誉
、
信
用
を
き
ず
つ
け
ら
れ
て

い
る
方
。
　
　
　

’

部
落
の
共
同
作
業
に
出
な
か

っ
た
な
ど
の
理
由
で
、
近
所
づ

き
合
い
を
止
め
ら
れ
て
い
る
方

も

め
ご
と
で
、
裁
判
所
に
訴

え
た
い
が
、
そ
の
費
用

が
足
り

な
く
て
お
困
り
の
方
。

そ
の
他
登
記
、
戸
籍
、
相
続

な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
。

福祉センターでの表彰式　川.3 ）

善
行
者
座
ど
表
彰

昭
和
四
十
五
年
度
町
表
彰
式

十
一
月
三
日
、
国
見
町
で
は
表

彰
規
程
に
も
と
ず
く
町
政
功
労
者

な
ら
び
に
善
行
者
の
表
彰
式
を
町

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
。

こ
の
度
表
彰
を
受
け
た
の
は
町

議
会
議
員
、
納
税
組
合
長
、
町
職

員
と
し
て
永
年

弖
且
り
精
励
さ
れ

た
方
お
よ
び
人
命
救
助
の
た
め
貢

献
さ
れ
た
方
々
で
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

議
会
議
員
十
三
年
。
東
海
林
一
郎

納
税
組
合
長
十
年
　
岩
城
　

健
治

町

職

員
　

二

十
年
　

赤

坂
　

正

勝

同
　
　
　

二
十

年
　

松

浦
　

幸

雄

同
　
　
　

二
十

年
　

渡

部
　

直
人

同
　
　
　

二
十

年
　

佐

藤
　

徳

造

同
　
　
　

二
十

年
　

熊

坂
惣

五
郎

同
　
　
　

二
十
年
　

佐

藤
　

清
吉

善

行

者

人
命

救

助
　

大
沼

忠

広

（
大

木

戸
小

五
）

同
　
　
　
　

高
橋

一

男

（
　

ヵ
　
　
　
　

）

教
育
費
に
十
万
円
の
寄
付

国
見
町
商
工
会
で
は
、
今
年

の
中
元
大
売
出
し
の
抽
選
券
の

う
ち
、
当
選
の
申
し
出
の
な
か

っ
た
一
等
五
万
円
一
本
、

二
等

以
下
の
賞
金
合
わ
せ
て
十
万
円

を
町
内
小
中
学
校
の
備
品
講
入

費
に
と
町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た

町
で
は
早
速
こ
の
篤
志
を
、
鳶

育
委
員
会
、
各
学
校
と
協
議
Ｌ

て
趣
旨
に
そ
う
備
品
を
贈
入
Ｌ

配
置
い
た
し
ま
す
。

11月26日～12月2日

秋季火災運動

「

あ

ぶ

な
ごい

消
し
忘
れ
　
切
り
忘
れ
」

全
国
い
つ
せ
い
実
施
事
項

１
、

わ
が
家
の
防
火
総
点
検

２

、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
の
防
止

３
、
暖
房
器
具
の
正
し
い
使
い
方

４

、
自
主
的
な
消
火
避
難
訓
練
の
実
施

５
、
消
防
用
設
備
の
点
検
と
使
用
訓
練
の
実
施

社

会

教

育
功
労
者
と
し
て

鈴

木

美

一
氏

表
彰

さ
る

当
町
公
民
館
嘱
託
鈴
木
美
一
氏

は
去
る
十
一
月
三
日
、
菊
薫
る
文

化
の
日

に
際
し
、
多
年
社
会
教
育

に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
甚
大
な
る
故

を
も
っ
て
県
教
育
委
員
会
よ
り
、

表
彰
の
栄
誉
を
う
け
ら
れ
た
。

氏
は
学
校
教
員
と
し
て
、
小
坂

小
学
校
長
を
最
後
に
三
十
数
年
の

教
壇
生
活
に
別
れ
を
つ
げ
ら
れ
る

と
直
ち
に
、
当
町
教
育
委
員
会
に

奉
職
せ
ら
れ
、
社
会
教
育
係
と
し

て
、
そ
の
後
社
会
教
育
主
事
と
し

公
民
館
主
事
を
兼
ね
ら
れ
、
当
町

の
社
会
教
育
面
を
一
手
に
引

き
受

け
ら
れ
て
活
躍
せ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
よ
り
今
日
迄
十
六
年

の
長
き
巴
且
り
全
く
十
年
一
日
の

如
く
社
会
教
育
の
た
め
に
身
体
を

張
っ
て
の
活
躍
は
、
町
民
の
等
し

く
賛
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
口
の
表
彰
は
、
む
し
ろ
遅
き
に

失
す
る
恨
み

が
な
い
わ
け
で
も
な

い

が
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
通
じ

て
正
に
五
十
年
、
半
世
紀
の
氏
の

キ
ヤ
リ
ヤ
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
生
涯
教
育
の
重
要
性
が
一

段
と
強
調
さ
れ
る
今
日

、
氏
の
今

後
の
活
躍
を
更
に
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

簿名者人成新
り生旧月４年2 5和昭

一
日

（

‥
／

一

月４
年
2
4

和昭
ぐ

④
藤
田
方
部
　

男
2
8
　

女
5
3
　計
8
1

盛
中

和
子
　

菅
野
由

美
子
　

鈴
木

マ
サ
子

大
庭
洋
一
　
佐
藤
勝
子

秦
二
紀
子
　
秦
三
紀
子

佐
藤
登
　
樋
口
朝
子

武
田
ま
き
子
　

菊
地
玲

子
　

渡
部
順
子
　
倉
田

恵
美
子
　

武
田
新
一

大
森
和
子
　

佐
藤
幸
恵

古
川
ひ

さ
子
　
近
藤
栄

子
　
安
藤
み
や
子
　
小

紫
春
雄
　

草
野
敬
子

吉
田
良
子
　
渡
辺
秀
子

後
藤
将
平
　
村
上
幸
夫

湯
田
徹
　

古
川
ミ
サ
子

黒
田
義
男

‘
寺
島
ト
ミ

子
　
秦
長
三
郎
　
秋
元

勇
　
太
田
静
子
　

富
田

由
紀
子
　
宍
戸
順
子

蓬
田
輝
夫
　
内
村
洋
子

高
橋
澄
男
　
徳
江
美
千

子
　

高
橋
典
博
　
紺
野

み
さ
子
　
安
田
蜍
二

秋
元
和
子
　
武
田
安
雄

佐
藤
律

子
　
古
川
ミ
キ

子
　

森
田
篤
　
須
田
文

子
　

渡
辺
栄
子
　
斎
藤

妙
子
　

加

藤

ミ

キ
子
　

斎

藤
勝

朿

五
十

嵐

仁
志
　

菊
地

き
よ
　

松

浦

マ

サ
子
　

菊

地
栄

子
　

菊

地
勝
芳

斎

藤

先
子
　

佐
藤

富

美
江
　

佐

藤

梅

子
　

高

橋

千
津

子
　

高

橋
清
明

佐

々

木
清

勝
　

佐

々
木

秀
子
　

徳

江

ユ

キ
子
　

佐

藤

笑
子
　

斎

藤
正

康
　

吉

田

美
和

子
　

佐

々
木

春
雄

佐

藤
正

男
　

吉

田

広
志
　

中

村
和

子
　

菅
野

礼
子
　

佐
藤

栄

一
　

瓶

子

由

美
子
　

吉

田

よ
ね
子
　

大
波

正

美
　

伊

藤
れ

い
子
　

高
橋

広

半
沢

良

行
　

樋

口
千

代
　

菅

野
信

子
　

熊

坂

フ
ミ

（
ｔ
）小

坂

方
部

男
1
2
　
女
3
4
　
計
4
6
　

奥

村

含
み

子
　

小

沢
み

ゆ

き

斎
藤

洋

子
　

高
原

み

つ
　

中
山

義

美
　

佐

藤
修

子
　

後

藤
芳

子
　

富

塚
美

知
子
　

佐
藤

澄

子
　

山
田

つ

や
　

中
山

悦

子
　

山
田

孝

志
　

朽

木

ふ

み
子
　

古
溝

良
男
　

渡
辺

む

つ
子
　

朽

木

恵
子
　

高

原
京

子

高

橋

昭
吉
　

佐
藤

道
子
　

橘

麗
子

後

藤

康
悦
　

相

原

賢
次
　

野

村
光

義
　

佐
藤

寿
　

佐

藤
朝

子
　

佐
藤

雅

子
　

佐

藤

ミ
ネ
　

佐

藤
定

男

目

黒

美
和
子
　

黒

田
ア

ヤ
子
　

渡

辺

秀
子
　

佐
藤

京
子
　

阿

部

三
枝

子
　

武

田

俊
子

‐
菅
井
京

子
　

山

田
み
き
子
　

高
原
正
博
　
遠
藤
清

子
　
林
俊
広
　
高
橋
つ
や
子
　
赤

坂
あ
や
子
　

菅
野
正
一
　

菅
野
と

き
　

熊
坂
富
美
子
　

菅
野
由
里
子

幕
田
多
希
子

④
森
江
野
方
部
男
3
4
女
2
3
計
5
7

佐
久
間
義
美
　
佐
久
間

モ
ト
子

佐
久
間
登
　
佐
久
間
博
志
　
津
田

登
美
子
　
宍
戸
武
志
　

佐
藤
美
知

子
　
黒
田
正
一
　
佐
藤
幸
子
　

高

橋
イ
サ
子
　

佐
久
間
隆
男
　

谷
口

研
一
　
大
津
ア
サ
子
　
佐
藤
和
夫

伊
藤
隆
夫
　

古
山
俊
男
　
吉
田
茂

大
津
昭
男
　
石
川

ヒ
戸
子
　
石
川

喜
久
子
　

村
上
省
悟
　
石
川
義
博

佐
藤
義
勝
　
寺
島
康
守
　
斎
藤
和

子
　

斎
藤
敬
一
　

太
田
久
雄
　
八

巻
志
津
子
　
佐
藤
邦
夫
　

本
田
と

し
え
　
徳
江
京
子
　
斎
藤
節
子

大
波
功
　

佐
野
拓
郎
　

村
上
秀
子

佐
野
美
枝
子
　

我
妻
義
隆
　
後
藤

春
江
　

斎
藤
規
雄
　
村
上

ナ
ミ

佐
藤
信
芳
　
大
波
幸
子
　
大
波
直

衛
’
大
波
愛
子
　
村
上
栄
寿
　
村

上
博
幸
　
大
波
美
紀
子
　
蓬
田
正

一
。

菊
地
信
七
　
高
橋
い
き
子

寺
島
康
子
　
大
槻
正
利
　
佐
藤
信

成
　
佐
久
間
民
子
　

佐
久
間
祥
一

小
島
利

夫
　
菊
地
ミ
キ
子

④
大
木
戸
方
部
男
1
7
　女
2
4

計
4
1

佐
藤
カ
ネ
子
　
佐
藤
信
雄
　
佐

藤
妙
子
　

高
橋
正
志
　
松
田
富
男

高
橋
の
り
子
　
永
山
正
明
　
渋
谷

義
博
　
渋
谷
妊
子
　
松
浦
金
光

桜
沢
美
津
子
　
渋
谷
洋
子
　
遠
藤

千
代
子
　
遠
藤
博
美
　
三
浦
剛

遠
藤
正
好
　
松
浦
ミ
サ
子
　
遠
藤

キ
ヨ
子
　
佐
藤
竹
子
　
後
藤
み
ね

子
　
後
藤
し
げ
子
　
後
藤
フ
ク

佐
藤
勝
男
　

八
島
律
子
　
酒
井
邦

雄
　
志
村
京
子
　

渡
辺
雅
子
　
長

谷
川
宗
夫
　
長
谷
川
敏
明
　
半
沢

順
子
　
阿
部
セ
イ
子
　
阿
部
孝
一

松
浦
幹
子
　
松
浦
節
夫
　
竹
田
み

つ
子
　
松
浦
秀
芳
　
赤
間
さ
ち
子

吉
川
京
子
　
村
上
恵
子
　
吉
田
マ

ツ
エ
　
阿
部
豊
明
夕

④
大
枝
方
部
男
1
0
　女
５
　
計
1
5

鈴
木
寛
子
　
小
林
喜
博
　
斎
藤

美
江
子
　

小
林
喜
勝
　
小
林
さ
ち

子
　
鈴
木
ア
サ
　
松
浦
す
み
子

斎
藤
茂
　

佐
藤
喜
久
雄
　
鈴
木
好

広
　
鈴
木
次
男
　
鈴
木
力
　
鈴
木

耕
治
　

佐
藤
信
男
　

斎
藤
幹
夫

合
計
　
男
開
　
女
1
3
9計
2
4
0

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

優
勝
　
観
月
台
Ａ
チ

ー
ム

町
民
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

（
壮
年
の
部
）

各
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

○
第
五
回
町
民
野
球
大
会

十
月
十
日

、
十
一
日

会
場
　

県
北
中
、
小
坂
小

参
加
チ
ー
ム
数
十
四
チ
ー
ム

優
　

勝
　
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

凖
優
勝
　

ド
ラ
ゴ
ン
ズ

第
三
位
　
観
月
台
Ｂ

々
　
　
　

第
一
ク
ラ

ブ

○
第
五
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会十
月
二
十
五
目

会
場
　
県
北
中
、
小
坂
小
、
藤

Ⅲ
小
、
大
木
戸
小

参
加
チ
ー
ム
数
十
ハ
チ

ー
ム

壮
年
の
部
三
チ
ー
ム

一
般
の
部

優
　
勝
　
国
見
町
役
場

凖
優
勝
　
福
島
保
線
区
藤
田

支
区

第
三
位
　
大
町
南

あ
　
　
　

滝
山
部
落

壮
年
の
部

優
　
勝
　

観
月
台
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
　

大
枝
チ
ー
ム

第
三
位
　

大
木
戸
チ

ー
ム

○
第
六
回
町
民
卓
球
大
会

十
一
月
八
日

会
場
　
藤
田
小
学
校
体
育
部

参
加
チ
ー
ム
及
び
人
員

団
体
六
チ

ー
ム
個
人
六
十
五
人

団
体
の
部

優

．・
勝
　

厚
樫
卓
研
Ｂ

凖
優
勝
　

国
見
町
役
場

第
三
位
　

国
見
電
子
Ｂ

第
四
位
　

国
見
町
農
協

個
人
男
子
Ａ
級

優
　
勝
　
黒
田
　
　

武

凖
優
勝
　
小
野
　
智
義

第
三
位
　
渋
谷
　
貞
衛

第
四
位
　
吉
旧
　
貞
男

個
人
女
子
Ａ
級

優
　

腓
　
斎
藤
　
祐
子

凖
優
勝
　
玉
手
　
正
子

第
三
位
　
八
巻
　
久
子

第
四
位
　
斎
藤
美
喜
子

個
人
男
子
Ｂ
級

優
　
勝
　

佐
藤
　
則
雄

凖
優
勝
　

吉
田
　

輝
雄

第
三
位
　

谷
津
　
富
夫

第
四
位
　

佐
藤
　
清
一

個
人
女
子
Ｂ
級
・

優
　
勝
　
半
沢
　
芳
子

凖
優

勝
　
黒
田
ア
ヤ
子

第
三
位
　
佐
藤
　
雅
子

第
四
位
　
稲
村
け
い
子

男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　

勝
　
黒
田
　
　

武

羽
根
　
幹
雄
組

凖
優
勝
　
佐
久
間
久
男
沮

渋
谷
　
貞
衛
糸

第
三
位
　
須
田
　
善
治
沮

小
野
　
智
義
糸

第
四
位
　
渡
辺
　
　

等

吉
田
　
貞
男
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　

勝
　
玉
手
　
正
子
組

斎
藤
　
祐
子

凖
優
勝
　
八
巻
　
久
子

沮

斎
藤
美
喜
子
糸

第
三
位
　
松
浦
　
和
子

松
浦
　
社
子
組

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
十
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名
　

年
令
　

住
　
　
　
　

所

1
0、２
　

八
巻
　

キ
ョ
　
　
8
5
　
　
徳
江
　

拾
表
橋
1
7

7
　
佐
藤
　
チ
ウ
　
　
8
8
　
　
森
山
　
別
当
3
5

1
0
　倉
田
真
太
郎
　
　
4
9
　
　
藤
田
　

北
1
2

1
5
　三
木
　
ツ

ル
　
　
Ｍ
　
　

山
崎
　
中
島
4
6

2
3
　浅
野
　
ミ
ネ
　
　
5
6
　
　
山
崎
　
新
田
山
１

の
3

2
7
　長
谷
川
真
平
　
　

卩
　
　

高
城
　
南
畑
３

④
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
　
　

え
が
お
で
あ
い
さ
つ
明
る
い
一
日
　
　
　

県
北
中
生
徒
の
作

く
に
み



語る人・聞く人の呼吸がピタリ・ク 。
わ

が
町
の
歴
史

を
き
く
”

…
…
小
林
先
生
の
講
演
会
卜
：

十

一

月

九
日

（
月

）午

後

二
時

か
ら

福

祉

セ

ン

タ

ー
で

「
国

見

町
の

歴

史
と

文

化
財

」

に
つ

い

て
の

講

演

会

が

あ

っ
た

講

師

は

福

島

大

学

助

教

授

小

林

清

治

先

生

。

時

あ
た

か

も

取

り

入

れ

の

ま

っ
最

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
町

の
各
部
落

か
ら
集
ま
り
広
い
講
堂
も
満
員
の

盛
況
。

先
生
は
い
か
に
も
学
者
ら
し
い

真
摯
な
態
度
で
、
古
文
書
を
た
ど

り
、
町
内
の
遺
跡
文
化
財
を
証
拠

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
お

け
る
中
央

史
実
と
の
関
係
を
結
び

つ
け
な
が
ら
わ
か
り
易
く
解
明
さ

れ
た
。
左
に
記
者
の
メ
モ
よ
り
二

三
の
例
を
記
載
す
る
。

△
五
～
六
世
紀
の
頃
、
大
和
朝
延

は
地
方
を
治
め
る
た
め
に
国
造
（

く
に
の
み
や
っ
こ
）
を
お
い
た
。

わ
が
国
見
地
方
は
信
夫
の
国

に
属

し
て
い
た
。
塚
野
目
の
八
幡
塚
は

当
時
の
豪
族
の
墓
で

あ
る
。

△
七
～
八
世
紀
に
な
っ
て
、
信
夫

郡
と
な
り
、
桑
折
、
国
見
地
方
は

伊
達
郷
と
称
し
た
。
租
、
庸
、
調

の
制
が
し
か
れ
、
水
田
の
区
画
整

理
が
行
わ
れ
た
Ｊ
今
も
徳
江
、
塚

野
目
に
残
っ
て
い
る
条
里
制
跡
が

そ
れ
で
あ
る
。

△
九
～

匸
一
世
紀
に
国
見
の
宿
、

藤
田
の
宿
の
名
が
出
て
く
る
。
そ

の
頃
で
き
た
寺
が
光
明
寺
の
高
寺

徳
江
の
観

音
寺
、
高
城
の
大
正
寺

で
あ
る
。
頼
朝
が
藤
原
征
伐
に
き

た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
従
っ
て

厚
樫
山
二
重
掴
は
そ
の
頃
築
か
れ

た
も
の
。
こ
の
合
戦
に
功
績
の
あ

っ
た
中
村
朝
宗

が
伊
達
邯
を
も
ら

い
、
桑
折
の
高
館

に
居
を
賜
え
、

伊
達
氏
を
名
の
る
こ
と
に
な
っ
た

そ
の
奥
方
の
お
墓

が
今
光
明
寺
に

あ
る
。
乂
そ

の
家
臣
で
国
見
町
内

に
居
だ
の
は
西
大
枝
氏
、
徳
江
氏

、
内
谷
氏
、
藤
田
氏
、
石
磴
田
氏

な
ど
で
、
今
各
地
に
見
ら
れ
る
館

跡
が
そ
の
居
城
で
あ
っ
た
。

△

匸
一
～
一
四
世
紀
、
石
母
田
の

供
養
石
塔
が
建
て
ら
れ
た
の
は
こ

の
頃
で
あ
る
。
石
母
田
出
身
の
智

誼
（
ち
せ
ん
）
と
ごい
う
坊
さ
ん
が

そ
の
父
の
百
か
日
の
供
養
の
た
め

に
建
て
た
も
の
、
鎌
倉
建
長
寺
の

管
長
一
山
一
寧
に
書
い
て
も
ら
っ

た
と
い
う
。
一
山
一
寧
は
元
の
国

か
ら
の
帰
化
僧
で
有
名
な
書
家
で

も
あ
る
。
　
　
　
　
　

（
以
ド
略
）

わ
か
り
や
す
く
て
か
も
し
ろ
い
／

町
史
編
纂
の
大
綱
き
ま
る

巨
大
な
軍
備
を

バ
ッ

ク
に
世
界

一
の
経
済
力
を
誇
る
ア
メ
リ
カ
人

が
日
本
人
に
対
し
て
羨
や
む
も
の

の
一
つ
に
目
本
の
歴
史
が
あ
る
。

古
い
伝
統
と
文
化
を
も
と
に
し
た

わ
が
国
の
歴
史
は
ま
こ
と
に
貴
い

も
の
だ
。
と
同
様
に
、
わ
が
町

、

わ
が
郷
土
の
歴
史
も
ま
た
こ
れ
を

尊
と
び
、
重
ん
じ
た
い
も
の
で
あ

る
。わ

が
国
見
町
が
現
在
の
姿
に
な

る
ま
で
に
は
、
幾
多
の
変
遷
を
経

て
こ
こ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
こ
の
古
い
町
の
歴
史
を

明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
更
に

現
在
の
正
し
い
姿
を
加
え
て
、
こ

れ
を
子
孫
後
世
に
伝
え
る
義
務
か

お
る
。

こ
の
た
び
、
町
村
合
併
二
册
周

年
記
念
事
業
と
し
て
町
史
編
纂
の

唳
が
お
こ
り
、
そ
の
大
綱
が
き
ま

っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
時
宜
を

得
た
こ
と
と
町
民
挙
っ
て
そ
の
快

挙
を
祝
し
た
い
。
た
だ
、
一
口
に

町
史
編
纂
と
は
い
う
が
、
文
字
の

な
い
原
始
の
昔
か
ら
僅
か
に
残
る

文
化
財
な
ど
を
た
よ
り
に
、
そ
の

真
の

姿
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と
は

ま
さ
に
難
事
中
の
難
事
と
い
う
べ

き
で
、
少
数
の
学
者
や
専
門
家
だ

け
の
力
で
は
到
底
及
ば
な
い
こ
と

で
あ
る
。
町
民
各
位
の
協
力
を
大

き
く
念
願
す
る
ゆ
い
ん
も
こ
こ
に

あ
る
。

こ
の
町
史
は
、
広
く
県
北
地
方

を
背
景

に
し
て
国
見
町
に
至
る
推

侈
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
人
々
の

日
常
生
活
を
明
ら
か
に
し
、
全
地

区
に
伝
わ
る
伝
承
な
ど
を
正
し
く

と
ら
え
な
が
ら
も
史
実
に
立
脚
し

た
公
正
な
内
容
で
、
表
現
は
平
易

で
、
町
民
の
だ
れ
で
も
親
し
み
を

も
た
れ
る
も
の
に
し
た
い
。

構
成
は
、
通
史
編
（
約
六
百
ペ

ー
ジ
）
と
資
料
編
（
約
四
百
ペ

ー

ジ
）
　に
わ
　
け
通
史
編
は
、
古
代

か
ら
中
世
、
近
世
を
経
て
近
代

へ

の
過
程
を
と
ら
え
、
資
料
編
は
、

原
始
か
ら
現
代
へ
の
郷
土
を
み
つ

め
る
た
め
の
主
な
資
料
を
の
せ
、

解
説
文
な
ど
を
つ
け
て
便
宜
を
図

る
。執

筆
者
は
、
県
内
に
お
け
る
代

表
的
な
権
威
者
お
よ
び
町
内
の
そ

の
道
の
研
究
者
に
委
嘱
す
る
。
こ

の
獸
筆
者
に
対
し
資
料
を
提
供
し

た
り
、
そ
の
収
集
発
掘
、
調
査
研

究
に
便
宜
を
図
っ
て
や
る
た
め
各

部
落
に
協
力
者
を
委
嘱
し
た
。
尚

こ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に
編
祕

会
議
を
開
き
、
ま
た
事
務
局
を
設

け
た
。
過
日
の
榻
錣
会
議
で
次
の

よ
う
な
目
次
構
想
を
定
め
、
協
力

者
の
推
せ
ん
を
し
、
ま
た
十
一
人

九
日
に
は
福
島
大
字
小
林
助
教
授

を
招
い
て
の
文
化
講
演
会
を
開
く

段
ど
り
を
し
た
の
で
あ
る
。

町
史
は
町
民
み
ん
な
の
も
の
、

従
っ
て
町
民
全
員
で
つ
く
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
協
力
者
は
も
ち
ろ

ん
全
町
民
の
協
力
を
お
願
い
す
る

も
ら・
で
あ
る
。

あ
つ
か
し
俳
句
一
周
年
記
念
会

兼
題
「
秋
ま
つ
り
」
　「
秋
風
」
　「
雑
」

④
　
神
こ
し
渡
御
秋
日
た
ば
ち
る
野
立
舞
　
　
　

早

田

灰

鳥

④
　
柿
一
つ
音
し
て
落
ち
ぬ
夜
更
け
て
　
　
　
　

奥

山

甲

二

回
　

二
重
壕
片
方
欠
け
し
秋
の
風
　
　
　
　
　
　

斎
藤
黄
鎬
倭

④
　
秋
風
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
老
い
に
邏
ふ
　
　
　
　
　
一
　
陽

④
　
山
々
は
近
く
な
り
け
り
秋
深
し
　
　
　
　
　
　
　

正
　

一

④
　
金
魚
す
く

ふ
親
も
交
れ
り
秋
ま
つ
り
　
　
　
　
　

痴
　
仏

④
　
古
戦
跡
に
石
碑
高
し
秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　

蔦
　

水

（
ｔ
）
　
旗
風
も
南
な
び
き
て
な
り
終
沛

。
　
　
　
　
　
　

泰
　

山

④
　
和
装
美
に
小
犬
も
伺
る
秋
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　

雨
　
田

④
　
秋
ま
つ
り
急
か
れ
て
見
に
ゆ
く
子
几
の
う
　
　
　

山
　

月

④
　
秋

ま
つ
り
厨
に
妻
の
皿
割
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　

勝
　

ヱ

＠
　
秋
風
や
祠
に
巣
く
う
蜂
の
群
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る
子

④
　
年
寄
り
に
煮
。戸
め
ほ
め
ら
る
秋
ま
つ
り
　
　
　
　

祥
　
子

④
　
秋
ま
つ
り
狂
ば
や
し
の
遅
神
こ
し
　
　
　
　
　
　

昭
　
子

（
一
）
　
帰
郷
し
て
伜

バ
チ
振
る
秋
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　

貞
　
子

④
　
大

だ
い
こ
太
き
眉
打
つ
里
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　

栄
　
子

国
見
町
の
歴
史
１
（
通
史
編
）
目
次

第
一
編
　
国
見
町

の

自
然
と
歴
史

序
章
　

国
見
町
の
自
然

第
一
章
　
原
始

概
説

第
一
節
　
旧
石
器
時
代
の
国
見

第
二
節
　
縄
文
時
代

１
国
見
町
の
縄
文
遺
跡

２

縄
文
時
代
の
生
活

第
三
節
　
弥
生
時
代

１

国
見
町
の
弥
生
遺
跡

２

弥
生
時
代
の
生
活

第
二
章
　
古
代

概
説

第
一
節
　
塚
野
目
八
幡
塚
古
墳

１

国
見
町
に
み
ら
れ
る
古
墳

２

古
墳
時
代
の
生
活

と
豪
族

第
二
節
　
奈
良
・
平
安
時
代

１

大
化
改
新
と
開
け
ゆ
く
県

北
地
方

・
２

伊
達
郡
の
設
置
と
国
見

３
森
江
野
地
区
に
み
ら
れ
る

条
里
制
の
遺
構

第
三
節
　

寺
院
と
神
社

１
徳
江

の
観
音
寺
と
石
磴
田

の
正
玄
堂

２
国
見
神
社
と
鹿
島
神
社

第
四
節
　

奥
州
藤
原
氏
の
支
配

１
藤
原
氏
時
代
と
県
北
地
方

２
阿
聿
賀
志
山
の
合
戦

第
三
章
　

中
世

概
説

第
一
節
　

鎌
倉
時
代

１
伊
達
氏
の
入
部

２
伊
達
五
山
と
光
明
寺

第
二
節
　
南
北
朝
の
動

乱

１
動
乱
の
開
始

‘

２

藤
田

城
を
め
ぐ
る
合
戦

３

国
見
の
武
士
た
ち

４

北
畠
氏
と
霊
山
軍
記

第
三
節
　
室
町
・
戦
国
期
の
国

見

１

領
主
館
と
百

姓
屋
敷
　
・

２

伊
達
氏
天
文

の
乱

３

中
世
の
終
幕

第
四
章
　
近
世

概
説

第
一
節
　
幕
藩
体
制
の
成
立

１

蒲
生
時
代

２
上
杉
時
代

第
二
節
　
幕
府
体
制
の
展
開

１
幕
府
代
官
支
配

２
検
地
と
租
法

３
桑
折
藩
と
国
見

第
三
節
　
幕
府
体
制
の
解
体

１
仙
台
藩
預
地

２
幕
領
と
足
守
藩

３
世
な
お
し
一
揆

第
五
章
　
近
代

概
説

第
一
節
　
明
治
時
代

一

行
政
の
変
遷
と
地
租
改
正

２
文
明
開
化

３

民
権
運
動
の
高
揚
と
国
見

４

市
町
村
制
度
の
施
行
と
国

見
地
方

５

災
害
と
村
民
生
活

６

産
業
の
近
代
化
と
農
業
の

進
歩

７

交
通
、
通
信
網
の
整
備

８

学
校
教
育
の
晋
及
と
文
化

の
向
上

９

村
民
生
活
の
変
化

第
二
節
　
大
正
時
代

１
藤
田
町

の
誕
生
と
隣
村
の

行
政

２
産
業
経
済
の
発
達

３
労
働
者
、
農
民
の
組
織

４
交
通
、
通
信
の
発
達

５
第
一
次
大
戦
後
の
不
況

６
大
正
文
化

第
三
節
　

昭
和
前
期

１
あ
い
つ
ぐ
恐
慌
と
凶
作

２
不
況
化
の
産
業
経
済

３
不
景
気
に
あ
え
ぐ
町
村
民

生
活

４
戦
時
下

の
町
村
行
政
と
生

活
５
軍
事
統
制
下
の
産
業
経
済

６
戦
時
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ

た
教
育
文
化

第
六
章
　

現
代

概
説

第゙
一
節
　
復
興
へ
の
あ
ゆ
み

１
終
戦
直
後
の
生
活

２
新
し
い
地
方
自
治

３
民
主
教
育
と
文
化
活
動

４
農
地
改
革

５
供
米
と
農
家

第

二
節
　
国
見
町
の
誕
生

１
町
村
合
併
の
誕
生

２
新
町
村
の
建
設
と
生
活
文

化
の
向
上

３

農
業
の
改
善
と
農
村
の
変

化

－

第
三
節
　
発
展
す
る
国
見
町

１
国
見
町
の
現
況

２

道
路
、
交
通
網
の
整
備

３
教
育
、
文
化
の
発
展

第

二
編
　
国
見
の
村

々

―
成
立
と
発
達
－

概
説

第
一
章
　
小
坂
地
区

第
二
章
　
藤
田
地
区

第
三
章
　
森
江
野
地
区

第
四
章
　
大
杢
尸
地
区

第
五
章
　
大
枝
地
区

第
三
編
　
文
化

第
一
章
　
民
俗

第
一
節
　
年
中
行
事

第
二
節
　
農
事

第
三
節
　
風
俗
－

衣

食
住
－

第
四
節
　

冠
婚
葬
祭
　
ヽ

第
五
節
　
民
間
信
仰

第
六
節
　
民
俗
芸
能

第
七
節
　
方
言

第
八
節
　
伝
説
、
民
話

第
二
章
　
文
化
財

概
説

第
一
節
　
文
化
史

第
二
節
　
自
然

第
三
節
　
生
活
文
化

第
三
章
　

教
育

概
説

（
畧
）

年
表

索
引

あ
と
が
き

執
筆
者
一
覧

協
力
者

編
纂
委
員

事
務
局

国
見
町
の
歴
史
２
（
資
料
編
）
目
次

第
一
緇
　

考
古
個
別
資
料

第
二
編
　

古
代
・
中
世
資
料

第
三
編
　
近
世
資
料

第
四
編
　
近
代
・
現
代
資
料

第
五
編
　
城
舘
・
社
寺
・
文
化
財

一
覧
表

解
説
　
第
一
編
か
ら
六
編
に
つ
い

て

資
料
目
録

協
力
者
・
編
纂
委
員

明
治
学
級
だ
よ
り

こ
れ
は
う
ま
い
玄
米
飯

天
明
先
生
の
体
験
を
き
く

肬
詒
学
級
で
は
り
月
二
十
九
日

健
康
食
の
研
究
会
を
開
い
た
。
先

ず
午
前
は
各
地
区

か
ら
選
ば
れ
た

五
十
人
で
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
調
理

室
を
使
い
、
玄
米
飯
の
た
き
方
、

老
人
食
の
作
り
方
を
実
習
し
た
後

み
ん
な
で
試
食
し
た
。「
よ
米
の
ご

は
ん
が
こ
ん
な
に
お
い
し
い
と
は

夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
」
と
は
み

ん
な
の
感
想
。
午
後
は
一
般
の
会

員
も
加
わ
り
、
福
島
の
鈴
木
天
明

先
生
の
お
話
「

ガ
ン
と
た
た
か
う

六
年
」
と
い
う
先
生
の
体
験
談
を

お
き
き
し
た
。
先
生
は
徹
底
し
た

自
然
食
実
践
家
、
・ｙ

米
飯
に
野
菜

食
で
今
の
健
康
と
若
さ
を
保
っ
て

い
る
と
い
う
。
医
者
か
ら
は

ガ
ン

の
宣
告
を
さ
れ
、
四
回
も
手
術
を

受
け
な
が
ら
印
刷
業
を
営
み
、
い

け
花
の
指
導
を
し
、
し
か
も
婦
人

運
動
の
第
一
線
に
活
躍
し
て
にい
る

と
は
全
く
の
驚
異
で
あ
る
。
十
一

月
九
日
の
小
林
清
治
先
生
講
演
会

に
は
多
数
の
学
級
生
か
参
加
し
。

「
国
見
町
の
歴
史
と
文
化
財
」

と

い
う
お
話
を
お
き
き
し

た
。

お
め
で

と

う

ご
ざ

い
ま

す

（
十
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
畧
す
）

出
生
日
　
氏
　
　
　

名
　
　

親
の
名
と
続
柄
　

住
　
所

９

、
2
3
　後
藤
　
重
幸
　
　

健
一
の
二
男
　
藤
田
　

堤
下
2
0の
1

2
4
　大
波
さ
ゆ
り
　
　

敏
男
の
長
女
　

川
内
　

小
又
１

の
2

2
5
　蓬
田
　

晋
司
　
　

晋
一
の
二
男
　
徳
江
　

前
原
6
0

2
5
　斎
藤
　
信
也
　
　

修
一
の
二
男
　

貝
田
　

立
久
根
2
2

2
8
　遠
藤
真
紀
子
　
　

春
夫
の
二
女
　

鳥
取
　

鳥
取
3

2
9
　鴨
田
　

香
織
　
　

清
一
の
長
女
　

内
谷
　

西
3
1

1
0、２
　

菅
井
　

ル
ミ
　
　

正
一
の
二
女
　

泉
旧
　
川
場
1
6

2
　
小
池
　
幸
男
　
　

芳
男
の
長
男
　

森
山
　

行
八
壇
1
7

2
2
　小
野
　
禎
寛
　
　

寛
　
の
長
男
　
大
木
戸
原
町
３

＠
　

十
二
月
十
五
日
　

砲
銃
刀
剣
類
の
審
査
会
、
未
登
録
お
持
ち
の
方
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
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